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※注

・No.0～No.1+5.1間は同程度のクラックが確認されたため、最大クラック深20cmを復旧厚設定根拠とした。

　（終点側クラック端部は崩土下であるため、査定時のクラック端部に設定した）

・BC.2～No.5+16.1間は同程度のクラック及び沈下が確認されたため、全層復旧とした。
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19※本図の標高は測地成果2011である。
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・No.0～No.1+5.1間は同程度のクラックが確認されたため、最大クラック深20cmを復旧厚設定根拠とした。

　（終点側クラック端部は崩土下であるため、査定時のクラック端部に設定した）

・BC.2～No.5+16.1間は同程度のクラック及び沈下が確認されたため、全層復旧とした。
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19※本図の標高は測地成果2011である。
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※本図の標高は測地成果2011である。

※注

・No.12+0.5～No.14+6.3間は大規模な路面の不陸やクラックが確認されたため、全層復旧とした。
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・No.12+0.5～No.14+6.3間は大規模な路面の不陸やクラックが確認されたため、全層復旧とした。
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※本図の標高は測地成果2011である。

※注

・No.15+19.3～No.17+2.2間は擁壁の床掘影響範囲(幅2.3m)を全層復旧とした。

・No.15+15.4～No.15+19.3間の路肩崩壊箇所は最小施工幅(幅2.0m)で全層復旧とした。
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19※本図の標高は測地成果2011である。
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設計速度
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地 内

林道区分
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施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地 20km/h

令 和 ７ 年 度

その3鋼製Ｌ型擁壁工展開図( 1 / 1 )

31号箇所

その3鋼製Ｌ型擁壁工展開図 １葉中　１番

S=1:50

1:50

12

19

凡 例

壁面材(1.0m)

壁面材(0.5m)

端部壁面材(0.5m)

現況地形線

埋戻し線

水平土被り1mライン

排水材

項目（頻度） 管理値又は許容値

施  工  管  理  基  準  値

特  記  事  項

完成後の壁面勾配

・盛土材は転圧作業が行えるもの、または転圧作業ができるように改
　良する事を前提とする。

・背面の掘削面に湧水がある場合は、壁体内に水が侵入しないような
　排水対策を施すこと。

・施工管理基準値は以下の項目を目安とし、各機関の基準に従うもの
　とする。

・所定の壁面勾配±0.03H(H;壁高)

盛土材の締固度
3（盛土材500m に1回） ・岩石質盛土材の場合は、工法規定方式で管

　理するものとする。

・JIS A 1210のA,B法による最大乾燥密度の
　95%以上、C,D,E法で90%以上とする。

・実施に際して土質試験等を行い、所定の土質定数や支持力を満足するか

　確認すること。

最大地盤反力度

H=3.0m qmax＝129kN/m ＜ qa=300kN/m
2

常　時

盛土材の内部摩擦角

盛土材の単位体積重量

設  計  条  件

γ＝18.0kN/m3

φ＝30°

載荷重(活荷重)  w＝10.0kN/m
2

2
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地 内
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施 行 地
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級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市
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奥 　 地

図　示

20km/h

令 和 ７ 年 度
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その1鋼製Ｌ型擁壁　構造詳細図(1/5)

31号箇所

その3鋼製Ｌ型擁壁　構造詳細図 ５葉中　１番
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平　面　図 (A-A)

壁面材
連結棒 : φ13

底面梁材

六角ボルト10.9
M16 L=55

注：斜タイ材と座金は支柱材のU形内側に挿入

M16 L=55
六角ボルト 10.9

2枚座金 t=4.5

斜タイ材

Z-Z

Y-Y

連結棒 : φ13

M16 L=55
六角ボルト 10.9

M16 L=75
六角ボルト 10.9

X-X

連結棒 : φ13

L-65×65×6×100
連結補強材

M16 L=75
六角ボルト 10.9

M16 L=55
六角ボルト 10.9

EX-50×152.4×8×9
基礎板:250×914

Y-Y

壁面材重ね部分

部分詳細図

スペーサーt=18

連結補強材
L-65×65×6×100

アンカー材
L-100×100×7

L-65×65×6×800

底面前端桁材
L-100×100×7

（s=1/10）

EX-50×200×6×6
壁面材

端部壁面材（側面板）

平面図正面図

EX-50×200×6×6
壁面材

六角ナットM22

壁面材 : EX-50×200×6×6

AA

Z-Z

X-X

正　面　図 断　面　図

M16 L=75 M16 L=55
六角ボルト10.9

六角ボルト10.9

底面前端桁材
L-100×100×7×500

縦支柱材
FB-4.5×250×1000

連結棒：φ13

底面前端桁材
L-100×100×7×500

アンカー材
L-100×100×7×500

壁面材

縦支柱材

六角ボルト10.9

六角ボルト10.9

斜タイ材
FB-6×50×881

FB-4.5×250

 EX-50×200×6×6

×1000

M16 L=55

M16 L=55

2枚座金 t=4.5

8
0
0

100 100
9
1
4

≒600

5
0
0

≒
6
0
0

≒600

500
5
0
0

1200

200

1200

5
0
0

800

914

78

1
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林道

自動車道

林道施設災害
路 線 名

番 号

設

計

者

審

査

者

　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

図　示

20km/h

令 和 ７ 年 度

S=1:10－　H=1.50m　－

14

その3鋼製Ｌ型擁壁　構造詳細図(2/5)

31号箇所

その3鋼製Ｌ型擁壁　構造詳細図 ５葉中　２番
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連結棒：φ13

底面梁材

正　面　図

平　面　図 (A-A)

壁面材

底面前端桁材
L-100×100×7×500

アンカー材
L-100×100×7×500

壁面材

壁面材
連結棒 : φ13

底面梁材

断　面　図

縦支柱材

六角ボルト10.9

ワイヤ-クリップ

A A

六角ボルト 10.9
M16 L=55

六角ボルト 10.9

M16 L=75
M16 L=55

六角ボルト10.9
六角ボルト10.9

Z-Z

壁面材 : EX-50×200×6×6

Y-Y

X-X

斜タイ材
FB-6×50×1216

底面前端桁材
L-100×100×7×500

L-65×65×6×1000

アンカー材
L-100×100×7×500

L-65×65×6×1000

底面前端桁材
L-100×100×7×500

FB-4.5×300  EX-50×200×6×6

EX-50×200×6×6
壁面材

端部壁面材（側面板）

平面図正面図

EX-50×200×6×6
壁面材

×1500

縦支柱材
FB-4.5×300×1500

M16 L=55

M16 L=55

注：斜タイ材と座金は支柱材のU形内側に挿入

M16 L=55
六角ボルト 10.9

2枚座金 t=4.5

斜タイ材

Z-Z

Y-Y

連結棒 : φ13

M16 L=55
六角ボルト 10.9

M16 L=75
六角ボルト 10.9

X-X

連結棒 : φ13

L-65×65×6×100
連結補強材

M16 L=75
六角ボルト 10.9

M16 L=55
六角ボルト 10.9

EX-50×152.4×8×9
基礎板:250×914

壁面材重ね部分

部分詳細図

スペーサーt=18

連結補強材
L-65×65×6×100

（s=1/10）

六角ナットM22

2枚座金 t=4.5
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林道

自動車道

林道施設災害
路 線 名

番 号

設

計

者

審

査

者

　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

図　示

20km/h

令 和 ７ 年 度

S=1:10－　H=2.00m　－

15

その3鋼製Ｌ型擁壁　構造詳細図(3/5)

31号箇所

その3鋼製Ｌ型擁壁　構造詳細図 ５葉中　３番
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正　面　図

平　面　図 (A-A)

壁面材

壁面材連結棒：φ13

六角ボルト 10.9

底面梁材

断　面　図

六角ボルト 10.9
M16 L=55

アンカー材
L-130×130×9×800底面前端桁材

L-130×130×9×800

縦支柱材

六角ボルト 10.9

底面梁材

連結棒：φ13

壁面材

A A

M16 L=55

ワイヤ-クリップ M16 L=55

M16 L=55

M16 L=75
六角ボルト 10.9

六角ボルト 10.9

壁面材 : EX-50×200×6×6

Z-Z

Y-Y

X-X

斜タイ材
FB-9×65×1606

FB-4.5×350×2000

EX-50×200×6×6

L-65×65×6×1300

アンカー材
L-130×130×9×800

L-65×65×6×1300

底面前端桁材
L-130×130×9×800

底面前端桁材
L-130×130×9×800

EX-50×200×6×6
壁面材

端部壁面材（側面板）

平面図正面図

EX-50×200×6×6
壁面材

縦支柱材
FB-4.5×350×2000

W-W

注：斜タイ材と座金は支柱材のU形内側に挿入

斜タイ材

2枚座金 t=4.5

六角ボルト 10.9

M16 L=55

Z-Z

部分詳細図(s=1/10)

Y-Y

X-X

連結棒：φ13
L-65×65×6×150
連結補強材

M16 L=75
六角ボルト 10.9

M16 L=55
六角ボルト 10.9

連結棒：φ13

連結補強材
L-65×65×6×150

M16 L=75
六角ボルト 10.9

M16 L=55
六角ボルト 10.9

EX-50×152.4×8×9
基礎板:250×914

壁面材重ね部分

六角ナットM22
スペーサーt=18

W-W

M16 L=75
六角ボルト 10.9

M16 L=55
六角ボルト 10.9

2枚座金 t=4.5
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林道

自動車道

林道施設災害
路 線 名

番 号

設

計

者

審

査

者

　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

図　示

20km/h

令 和 ７ 年 度

－　H=2.50m　－ S=1:15

16

その3鋼製Ｌ型擁壁　構造詳細図(4/5)

31号箇所

その3鋼製Ｌ型擁壁　構造詳細図 ５葉中　４番
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連結棒：φ13

縦支柱材

底面梁材

正　面　図

平　面　図 (A-A)

壁面材

アンカー材
L-130×130×9×800

壁面材

壁面材
連結棒：φ13

底面梁材

断　面　図

L-130×130×9×800
底面前端桁材

ワイヤ-クリップ

A A

六角ボルト 10.9
M16 L=55

六角ボルト 10.9
M16 L=55

壁面材 : EX-50× 200×6× 6

Z-Z

M16 L=55

M16 L=75
六角ボルト 10.9

六角ボルト 10.9

Y-Y

X-X

斜タイ材
FB-9×65×2208

斜タイ材
FB-9×65×1684

FB-4.5×350×2500

EX-50×200×6×6

L-65×65×6×1600L-130×130×9×800
底面前端桁材

L-65×65×6×1600

L-130×130×9×800
底面前端桁材

六角ボルト 10.9
M16 L=55

アンカー材
L-130×130×9×800

底面梁補強材
L-65×65×6×300

六角ボルト 10.9
M16 L=55

EX-50×200×6×6
壁面材

端部壁面材（側面板）

平面図正面図

EX-50×200×6×6
壁面材

縦支柱材
FB-4.5×350×2500

斜タイ材

六角ナットM22
スペーサーt=18

W-W

注：斜タイ材と座金は支柱材のU形内側に挿入

斜タイ材

2枚座金 t=4.5

六角ボルト 10.9
M16 L=55

Z-Z

Y-Y

X-X

連結棒：φ13
L-65×65×6×150
連結補強材

M16 L=75
六角ボルト 10.9

M16 L=55
六角ボルト 10.9

連結棒：φ13

連結補強材
L-65×65×6×150

M16 L=75
六角ボルト 10.9

M16 L=55
六角ボルト 10.9

EX-50×152.4×8×9
基礎板:250×914

部分詳細図

壁面材重ね部分

六角ナットM22
スペーサーt=18

(s=1/10)

W-W

M16 L=75
六角ボルト 10.9

M16 L=55
六角ボルト 10.9

2枚座金 t=4.5
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林道

自動車道

林道施設災害
路 線 名

番 号

設

計

者

審

査

者

　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

図　示

20km/h

令 和 ７ 年 度

S=1:15－　H=3.00m　－

17

その3鋼製Ｌ型擁壁　構造詳細図(5/5)

31号箇所

その3鋼製Ｌ型擁壁　構造詳細図 ５葉中　５番
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正　面　図

平　面　図 (A-A)

底面前端桁材 アンカー材

壁面材
連結棒：φ13

断　面　図

A A

ワイヤ-クリップ

M16 L=55

六角ボルト 10.9
M16 L=55

六角ボルト 10.9
M16 L=55

L-130×130×9×800L-130×130×9×800
六角ボルト 10.9

M16 L=75

壁面材 : EX-50×200×6×6

Z-Z

M16 L=55
六角ボルト 10.9

Y-Y

X-X

底面梁材

縦支柱材

壁面材

連結棒：φ13

壁面材

斜タイ材
FB-9×65×2594

斜タイ材
FB-9×65×1920

L-65×65×6×1800

EX-50×200×6×6

FB-4.5×400×3000

底面前端桁材
L-130×130×9×800

底面前端桁材
L-130×130×9×800

アンカー材
L-130×130×9×800

L-65×65×6×1800

斜タイ材

六角ナットM22

L-65×65×6×300

M16 L=55

スペーサーt=18

底面梁材

底面梁補強材

六角ボルト 10.9

六角ボルト 10.9

EX-50×200×6×6
壁面材

端部壁面材（側面板）

平面図正面図

EX-50×200×6×6
壁面材

縦支柱材
FB-4.5×400×3000
縦支柱材
FB-4.5×400×3000

W-W

注：斜タイ材と座金は支柱材のU形内側に挿入

斜タイ材

2枚座金 t=4.5

六角ボルト 10.9
M16 L=55

Z-Z

Y-Y

X-X

連結棒：φ13
L-65×65×6×150
連結補強材

M16 L=75
六角ボルト 10.9

M16 L=55
六角ボルト 10.9

連結棒：φ13

連結補強材
L-65×65×6×150

M16 L=75
六角ボルト 10.9

M16 L=55
六角ボルト 10.9

EX-50×152.4×8×9
基礎板:250×914

部分詳細図

壁面材重ね部分

六角ナットM22
スペーサーt=18

(s=1/10)

W-W

M16 L=75
六角ボルト 10.9

M16 L=55
六角ボルト 10.9

2枚座金 t=4.5
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林道

自動車道

林道施設災害
路 線 名

番 号

設

計

者

審

査

者

　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

１葉中　１番

図　示

20km/h

令 和 ７ 年 度

S=1:10

その3鋼製Ｌ型擁壁　天端壁面材詳細図(1/1)

31号箇所

その3鋼製Ｌ型擁壁 天端壁面材詳細図

18

19

腹起し材

腹起し材設置位置

斜タイ材設置位置

斜タイ材設置位置 壁面材
EX-50× 152.4×4.5×5

壁面材 斜タイ材

腹起し材
土砂吸出し防止マット

間隔約0.5m

（緑化マット） 斜タイ材

天端保護材

天端保護材

壁面材
EX-50× 152.4×4.5×5

正　面 側　面

底　面

壁　面　材

側　面　板

EX-50×152.4×4.5×5

LX-ウォール

φ9

t=2.3、R形

φ16

ワイヤ-クリップ

EX-50×152.4×4.5×5
壁面材

40°

2000(1000)

2000(1000)

6
0
0

5080

715

1000

6
1
0

6
4
9

570

2000 (1000)

2000 (1000)



林道

自動車道

林道施設災害
路 線 名 　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

林道区分

名 称

年 度

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

奥 　 地 20km/h

令 和 ７ 年 度

番 号

設

計

者

審

査

者

地 内施 行 地

縮 尺 図 面

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

1:250

１葉中　１番

31号箇所

そ の 3 舗 装 工 展 開 図 ( 1 / 1 )

その3舗装工展開図

19

19

符号

37.9934716

-

6.868

8.905

ヘロン面積

-

-

8.905

辺B(高さ)

6.868

5.405

5

-

5.405

20.156

3

合計面積 (m2)

68.3406196

角度

4.601

5.000

20.156

辺A(下底)

1

4

13.0148558

136.4412224

14.900

5.248

2

11.9597754

5.1325000

-

辺C(上底)

5.200

2.053

26.800

符号

21.9790895

-

-

2.103

3.032

3.512

4.951

7

合計面積 (m2)

0.9250000

ヘロン面積

-

-

7.874

2.900

1.850

辺B(高さ)

4.951

3.512

5

8

2.5998674

81.8399217

-

5.248

3.496

3.496

15.876

3

6

33.7778945

0.4349994

-

角度

3.032

2.850

15.876

0.300

2.103

辺A(下底)

1

4

7.3710669

5.0064010

-

14.900

7.874

2.915

5.200

2

6.8200781

2.9255249

-

-

1.000

辺C(上底)

4.601

2.053

22.900

2.915

9

符号

26.3350093

-

22.902

3.523

ヘロン面積

-

-

辺B(高さ)

22.902

25.800

合計面積 (m2)

-

2.900

22.987

3

58.4715472

角度

22.900

22.987

辺A(下底)

1

4

2.9000000

2.300

2.000

2

3.4350000

25.8015379

辺C(上底)
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3.523
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表 層 工

不陸整正

表層工

不陸整正(t=2cm)

上層路盤工(t=10cm)、下層路盤工(t=30cm)
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